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久
留

島
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朝
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」
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n

一
は
じ
め
に（
明
治
七
）

（
現
在
の
大
分
県
玖
珠

一
八
七
四

年
六
月
一
九
日
、
豊
後
森
藩

の
旧
藩
主
家
の
久
留
島
通
寛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
久
留

郡
玖
珠
町
森
）

（
一
八
七
四
～
一
九
六
〇
、
以
下
久
留
島
と
表
記
）

（
明
治

島
武
彦

は
、
一
九
〇
三

年
七
月
一
五
日
、
日
本
初
の
童
話
会
で
あ
る
「
お
話
の
会
」
を
、

三
六
）

同
年
一
〇
月
に
は
川
上
音
二
郎
、
貞
奴
夫
妻
と
共
に
日
本
初
の
「
お
伽
芝

」
。

「
」

、
居
を
開
催
し
た
そ
の
後
お
伽
倶
楽
部

を
発
足

（
）

一
九
〇
六
年
三
月

（
一
九
〇
七
年
三

日
本
初
の
専
門
児
童
劇
団
で
あ
る
「
東
京
お
伽
劇
協
会
」

を
手
掛
け
た
。

月
）そ
の
他
に
も
、
玩
具
研
究
会
の
「
小
児
会

、
童
話

」
（
一
九
一
〇
年
一
月
）

一
九
一
〇
年
四
月

一
研
究
会
の
回
字
会

婦
人
研
究
会
の
母
の
会

「
」

、
「

」
（

）
（

九
一
〇
年
五
月

（
一
九
二
四
年
一
〇

）、
話
し
方
研
究
会
の
「
日
本
童
話
連
盟
」

を
創
立
し
「
日
本
国
民
童
話
協
会

と
「
日
本

月
）

（
一
九
四
一
年
六
月
）

、
」

小
国
民
文
化
協
会

を
結
成
、
日
本
青
少
年
文
化
セ
ン

」
（
一
九
四
二
年
五
月
）

タ
ー

の
初
代
所
長

に
就
任
し

（
全
日
本
移
動
教
室
連
盟
）

（
一
九
五
一
年
六
月
）

。
、

、「
」

た
ま
た
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
創
始
者
で
あ
り

子
ど
も
の
日

の
提
唱
者
で
も
あ
る
。

、
、

さ
ら
に
教
育
活
動
に
も
精
力
を
注
ぎ
一
九
一
〇

年
五
月

（
）

明
治
四
三

東
京
府
豊
多
摩
郡
千
駄
谷
町
字
穏
田
四
番
地
に
早
蕨
幼
稚
園
を
創
設
し
た

。
一
九
一
五

年
に
は
東
京
の
代
々
木
に
早
蕨
第
二
幼
稚
園
を

（
大
正
四
）

(1)

開
設
す
る
程
、
幼
稚
園
は
盛
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
幼
稚
園
は
、
一

九
四
五

年
五
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
。
こ
の

（
昭
和
二
〇
）

間
、
幼
稚
園
の
経
営
者
と
し
て
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
。

児
童
文
化
事
業
の
中
で
、
久
留
島
が
晩
年
ま
で
最
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
だ
の
は
口
演
童
話
活
動
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
六

年
九
月
、

（
明
治
三
九
）

博
文
館
に
入
社
し
『
少
年
世
界

『
少
女
世
界
』
の
講
話
部
主
任
と
な

、
』
、

っ
た
久
留
島
は
『
少
年
世
界
』
の
主
筆
を
務
め
て
い
た
巌
谷
小
波
と
コ

、

ン
ビ
を
組
み
本
格
的
に
口
演
童
話
活
動
を
始
め
る
。
爾
来
、
口
演
童
話
活

動
を
生
涯
の
仕
事
と
し
、
一
人
で
最
後
ま
で
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
実
績
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
現
在
久
留
島
は
、
口
演
童
話
家
で
あ
り

雄
弁
術
家
で
あ
る
と
同
時
に
児
童
文
化
事
業
の
先
覚
者
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
久
留
島
の
活
躍
は
口
演
童
話
活
動
を
中
心
と
し
た
児
童
文
化

運
動
の
み
な
ら
ず
、
執
筆
活
動
が
多
方
面
に
及
ん
で
い
た
こ
と
に
特
長
を

見
出
せ
る
一
八
九
五

年
少
年
世
界
に
投
稿
し
た
近

。
、『

』
「

（
）

明
治
二
八

（
明
治

衛
新
兵
」
を
皮

切
り
に
「
戦
争
物
語
」
を
書
く
一
方
、
一
八
九
六

年
か
ら
早
く
も
創
作
童
話
を
発
表
し
続
け
た
。
童
話
の
他
に
も
、

二
九
）

脚
本
・
話
術
論
・
雄
弁
術
論
・
外
国
見
聞
録
・
教
育
評
論
・
随
想
・
講
演

行
脚
の
記
録
・
紀
行
文
な
ど
、
各
種
ジ
ャ
ン
ル
の
注
目
す
べ
き
作
品
を
数

。
、

、
多
く
発
表
し
た
し
か
し
な
が
ら
今
日
ま
で
久
留
島
に
関
す
る
研
究
は

口
演
童
話
家
ま
た
は
児
童
文
化
事
業
の
先
覚
者
と
し
て
の
評
価
に
片
寄
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
久
留
島
の
出
身
地
で



あ
る
大
分
県
玖
珠
町
に
よ
る
郷
土
偉
人
と
し
て
の
研
究
が
主
と
な
っ
て
き

た
経
緯
に
因
る
と
言
え
よ
う
。

一
九
五
〇

年
五
月
五
日
子
ど
も
の
日
、
大
分
県
玖
珠
町
の

（
昭
和
二
五
）

三
島
公
園
で
童
話
碑
除
幕
式
を
兼
ね
た
第
一
回
日
本
童
話
祭
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
以
来
、
日
本
童
話
祭
は
毎
年
五
月
五
日
、
玖
珠
町
と
大
分
県
教

育
委
員
会
の
主
催
で
開
か
れ
て
い
る
。
現
在
は
日
本
最
大
の
子
ど
も
祭
り

と
な
り
、
町
に
は
「
久
留
島
武
彦
史
料
館
」
や
「
わ
ら
べ
の
館
」
が
建
設

さ
れ
二
〇
〇
一

年
に
は
大
分
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
大

、
、

『
（

）
平
成
一
三

』
。

分
県
先
哲
叢
書
久
留
島
武
彦
資
料
集
全
四
巻
が
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
概
要
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
久
留
島

拙
稿
久

の
先
行
研
究
の
ど
こ
か
ら
も
朝
鮮
と
の
接
点
は
見
当
た
ら
な
い
（

「

。
二
〇
〇

留
島
研
究
資
料
目
録
・
年
譜
『
韓
国
言
語
文
化
研
究
』
第
一
三
号
参
照

」
）

四
年
に
出
版
さ
れ
た
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
編
・
後
藤
惣
一
著
の
『
久
留

島
武
彦
』
に
掲
載
さ
れ
た
年
譜
か
ら
確
認
で
き
る
朝
鮮
関
連
事
項
は
、

( )2

次
の
二
点
の
み
で
あ
っ
た
「
一
九
〇
四

年
、
仁
川
港
に
上

。
（
明
治
三
七
）

（
）

陸
し
司
令
部
の
命
令
で
北
韓
軍
に
配
属
と
な
る
一
九
一
八

、
。

大
正
七

、
」
。

年
朝
鮮
新
聞
社
招
聘
に
よ
り
韓
国
で
講
演
行
脚

を
行
う

（
）

三
三
日
間

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
久
留
島
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
か
ら
一
九
〇
五

年
九
月
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
八
ヶ
月
を
朝
鮮
半
島
で
過
ご
し
た
。
そ
れ
に

加
え
筆
者
は
『
京
城
日
報

『
毎
日
申
報

『
東
亜
日
報

『
朝
鮮
日

、
』
、

』
、

』
、

報
』
な
ど
の
資
料
か
ら
、
久
留
島
の
朝
鮮
口
演
旅
行
に
関
す
る
確
認
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
久
留
島
が
一
九
一
五
年
、
一
九
一
七
年
、
一
九

（
五
月
と
六
月
の
二

二
三
年
、
一
九
二
六
年
、
一
九
二
七
年
、
一
九
二
八
年

、
一
九
二
九
年
に
口
演
の
た
め
朝
鮮
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

回
）

か
に
な
っ
た
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
一
九
一
八

年
に
久
留
島

（
大
正
七
）

（
拙
稿
「
久
留
島
武
彦
の
朝
鮮

が
朝
鮮
を
訪
れ
た
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

。
こ
れ

口
演
旅
行
『
韓
国
言
語
文
化
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
七
年
春
刊
行
予
定

」
）

ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
さ
ら
に
久
留
島
と
「
朝
鮮
」
と
の

接
点
を
追
究
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

九
年
間
離
れ
て
い
た
信
仰
を
取
り
戻
す
場
と
な
っ
た
の
も
「
朝
鮮
」
で

あ
り
、
戦
場
ル
ポ
を
発
信
す
る
一
方
で
異
文
化
を
観
察
す
る
視
線
を
確
立

し
た
の
も
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
風
習
の

な
か
で
も
、
久
留
島
の
関
心
は
常
に
「
児
童
」
と
い
う
一
点
の
み
に
絞
ら

れ
て
い
た
。
朝
鮮
の
産
児
風
習
、
朝
鮮
児
童
の
遊
び
文
化
及
び
玩
具
な
ど

に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
記
し
て
い
る
。

久
留
島
に
と
っ
て
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
に
お
け
る
「
朝
鮮
児
童
な
る
モ

ノ
」
へ
の
関
心
は
、
児
童
観
念
を
再
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童
文
化

事
業
へ
の
「
信
念
」
を
与
え
、
ひ
い
て
は
お
伽
倶
楽
部
の
構
想
に
到
る
契

機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
生
を
か
け
て
語
り
続
け
た
自
分
の
口
演
の
中

に
も
、
そ
の
「
朝
鮮
な
る
モ
ノ
」
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
久
留
島
の
「
朝
鮮
」
体
験
を
明
確
に
し
た
上
で
、
久
留
島
に
よ
っ
て

描
か
れ
る
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
の
な
か
か
ら
久
留
島
を
再
編
成
す
る
こ
と

を
試
み
、
久
留
島
と
「
朝
鮮
児
童
な
る
モ
ノ
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

二
朝
鮮
に
来
た
「
尾
上
新
兵
衛
」

予
備
を
召
集
さ
れ
、
後
備
も
召
集
さ
れ
、
廿
七
八
年
戦
役
の
従
軍
徽



（
瑞
宝
章

章
と
、
北
清
事
変
の
従
軍
徽
章
と
、
金
鵄
勲
章
と
金
米
糖

、
、

、
の
事
）
と
騎
兵
刀
と
徒
歩
刀
と
軍
馬
と
車
輌
と
が
入
違
ひ
行
く

来
る
、
走
る
の
忙
し
い
間
に
、
何
処
と
無
く
天
地
悠
々
た
る
顔
で
、

頸
に
は
巻
手
巾
の
袴
の
ボ
タ
ン
は
一
つ
も
か
け
ず
、
中
か
ら
は
如
何

は
し
ひ
袴
下
や
ら
襦
袢
の
裾
や
ら
を
の
ぞ
か
せ
て
、
引
ず
る
様
に
十

一
文
半
の
軍
靴
を
運
ば
せ
て
居
る
の
は
、
今
迄
の
戦
地
に
も
、
師
範

所
在
地
に
も
一
向
に
見
慣
れ
ぬ
兵
種
だ
と
、
誰
も
一
度
は
振
返
へ
て

見
る
新
参
兵
が
あ
る
。

こ
の
文
章
は
一
九
〇
四

年
二
月
、
朝
鮮
と
い
う
場
に
上
陸

（
明
治
三
七
）

し
た
久
留
島
が
初
め
て
発
信
し
た
「
補
助
輸
卒
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
兵
営

社
会
を
、
久
留
島
特
有
の
明
る
く
て
愉
快
な
ス
ケ
ッ
チ
で
綴
っ
た
戦
場
ル

ポ
で
あ
る
。
久
留
島
の
執
筆
活
動
の
端
緒
も
戦
場
ル
ポ
で
あ
っ
た
。
日
清

戦
争
に
従
軍
し
た
久
留
島
が
戦
地
か
ら
投
稿
し
た
も
の
が
『
少
年
世
界
』

の
七
月
号
か
ら
四
ヶ
月
間
「
近
衛
新
兵
」
の
題
で
連
載
さ
れ
、
こ
れ
が

、

処
女
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
九

年
『
少
年
世
界
』
に
連
載
さ
れ
た
久
留
島
の

（
明
治
三
二
）
、

（
博
文

台
湾
征
討
作
戦
の
体
験
は
、
翌
年
一
二
月
六
日
、
単
行
本
『
戦
塵
』

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
戦
場
ル
ポ
と
な
る
『
戦
塵
』
は
、
遼
東
半
島
か

館
）

ら
台
湾
へ
向
か
う
「
船
中
の
浄
瑠
璃
」
を
は
じ
め
、
全
一
一
話
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の
『
戦
塵
』
に
は
「
軍
事
小
説
」
と
付
さ
れ
、
尾

上
新
兵
衛
の
名
で
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
初
期
作
品
は
、
従
軍

( )3

兵
に
よ
る
日
本
初
の
通
信
で
あ
り
、
戦
場
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
の
先
駆

と
も
い
え
る
。
一
八
九
五

年
か
ら
始
ま
っ
た
久
留
島
に
よ
る

（
明
治
二
八
）

「
戦
争
物
語
」
の
掲
載
は
、
一
九
〇
六

年
ま
で
、
一
一
年
間

（
明
治
三
九
）

。
、

。
続
い
た
朝
鮮
で
発
信
し
た
戦
場
ル
ポ
は
そ
の
線
上
に
あ
る
と
い
え
る

一
九
〇
三

年
一
〇
月
、
東
京
中
央
新
聞
社
に
入
社
し
た
久

（
明
治
三
六
）

留
島
は
、
日
露
戦
争
を
目
前
に
、
新
聞
社
の
社
長
か
ら
韓
国
の
京
城
へ
の

特
派
員
を
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
備
の
兵
籍
が
あ
っ
た
た
め
、
召
集

さ
れ
た
ら
即
時
応
召
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
京
城
行
き
を
諦
め
る
。

、
、

そ
の
代
わ
り
佐
世
保
軍
港
の
特
派
員
と
し
て
一
九
〇
三
年
の
一
二
月
末

。
、

佐
世
保
に
派
遣
さ
れ
る
佐
世
保
で
新
年
の
艦
隊
遥
拜
式
を
見
守
っ
た
後

一
旦
東
京
の
本
社
に
戻
る
が
、
一
月
二
二
日
、
本
社
か
ら
の
電
令
で
舞
鶴

港
に
向
か
う
。
二
月
、
取
材
の
た
め
に
滞
在
し
て
い
た
対
馬
市
美
津
島
町

竹
敷
で
日
露
戦
争
の
動
員
令
を
受
け
る
。
東
京
の
自
宅
に
帰
る
余
裕
も
な

く
、
召
集
令
状
を
受
け
取
っ
た
翌
朝

、
竹
敷
か
ら

（
一
九
〇
四
年
二
月
五
日
）

召
集
地
の
小
倉
ま
で
直
行
す
る
。

第
一
二
師
団
三
二
連
隊
兵
站
幹
部
の
糧
餉
部
へ
配
属
さ
れ
、
門
司
港
か

ら
乗
船
し
韓
国
の
仁
川
港
に
上
陸
、
済
物
浦
の
糧
秣
倉
庫
で
働
く
こ
と
に

な
る
。
一
九
〇
五

年
五
月
、
司
令
部
の
命
令
で
混
成
師
団
の

（
明
治
三
八
）

北
韓
軍
に
配
属
さ
れ
て
北
上
、
咸
鏡
北
道
の
富
寧
に
滞
在
す
る
。
八
月
三

〇
日
富
寧
を
発
ち
、
三
一
日
に
芽
山
嶺
を
越
え
て
須
峰
洞
に
進
入
す
る
。

昌
斗
嶺
戦
を
皮
切
り
に
五
峯
山
、
鳳
儀
山
で
の
激
戦
の
あ
げ
く
会
寧
を
占

領
し
、
休
戦
に
入
る
。
九
月
は
圖
們
江
畔
子
仁
洞
に
滞
在
。
一
〇
月
満
州

、
、

に
入
っ
て
遼
陽
に
滞
陣
沙
河
に
進
ん
で
駐
屯
し
て
い
る
際
休
戦
を
迎
え

一
九
〇
五
年
一
一
月
一
五
日
に
帰
還
す
る
。

久
留
島
が
朝
鮮
半
島
で
過
ご
し
た
期
間
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
か
ら
一

（
韓
国
、

九
〇
五
年
九
月
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
八
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
仁
川



で
一
年
三
ヶ
月
、
咸
鏡
北
道

で
五
ヶ
月
滞

以
下
同
じ
）

（
北
韓
、
以
下
同
じ
）

在
し
た
。
そ
の
間
書
か
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
か
ら
⑦
ま

で
が
仁
川
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
は
咸
鏡
北
道
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
兵
営
生
活
の
様
子
を
発
信
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
朝
鮮
の

、「
」「

」
風
習
や
児
童
文
化
を
観
察
し

朝
鮮
の
産
児
奇
習

朝
鮮
児
童
の
遊
戯

と
い
っ
た
文
章
を
寄
稿
し
て
い
た
。

（
明
治
三
七
）

①
「
補
助
輸
卒
『
日
露
戦
争
実
記
』
四
号
、
一
九
〇
四

」

年
三
月
一
三
日

（
明
治
三

②
「
海
戦
前
の
宴
会
『
日
露
戦
争
実
記
』
五
号
、
一
九
〇
四

」

年
三
月
二
三
日

七
）

③
「
糧
餉
部
『
中
央
新
聞
』
一
九
〇
四

年
三
月
二
五
日

」
（
明
治
三
七
）

（
明
治
三

④
「
戦
場
便
り
『
少
年
世
界
』
一
〇
巻
一
一
号
、
一
九
〇
四

」

年
八
月
五
日

七
）

（
明
治
三

⑤
「
戦
場
便
り
『
少
年
世
界
』
一
〇
巻
一
二
号
、
一
九
〇
四

」

年
九
月
一
日

七
）

⑥
「
嬉
し
！
恤
兵
品
『
日
露
戦
争
写
真
画
報
』
第
八
巻
、
一
九
〇
四

」

年
一
〇
月
八
日

（
明
治
三
七
）

⑦
「
朝
鮮
の
産
児
奇
習
『
文
芸
倶
楽
部
』
一
一
巻
七
号
、
一
九
〇
五

」

年
五
月
一
日

（
明
治
三
八
）

⑧
「
前
哨
線
の
俳
句
会
『
中
央
新
聞
、
一
九
〇
五

年
六

」
』

（
明
治
三
八
）

月
二
日

⑨
「
前
哨
線
の
俳
句
会
『
中
央
新
聞
、
一
九
〇
五

年
六

」
』

（
明
治
三
八
）

月
三
日

⑩
「
前
哨
線
の
俳
句
会
『
中
央
新
聞
、
一
九
〇
五

年
六

」
』

（
明
治
三
八
）

月
六
日

明
⑪
陣
中
の
重
喜
会

基
督
教
世
界
一
一
五
六
号
一
九
〇
五

「
」『

』
、

（

年
一
〇
月
九
日

治
三
八
）

⑫
「
朝
鮮
児
童
の
遊
戯
『
少
年
世
界
』
一
一
巻
一
四
号
、
一
九
〇
五

」

年
一
一
月
一
日

（
明
治
三
八
）

、
。

①
か
ら
⑥
ま
で
の
作
品
は
兵
営
生
活
の
紹
介
が
主
な
テ
ー
マ
で
あ
る

①
か
ら
⑥
を
通
し
て
、
逸
話
を
中
心
に
朝
鮮
で
の
兵
営
生
活
を
覗
い
て
み

る
。一
九
〇
四
年
二
月
「
始
て
外
国
の
土
地
を
踏
で
『
強
う
子
供
ま
で
が

、
、

朝
鮮
言
葉
を
利
口
に
話
し
よ
り
ま
す
』
と
、
其
の
不
明
の
言
語
に
驚
愕
の

魂
を
お
つ
潰
さ
せ
て
居
る

新
兵
た
ち
と
共
に
、
久
留
島

」
（
補
助
輸
卒
）

「
」

は
仁
川
で
兵
営
生
活
を
始
め
る
。
配
属
さ
れ
た
仁
川
の
糧
餉
部
に
は
、
久

留
島
を
含
め
て
下
士
が
三
人
、
上
司
に
は
部
長
と
部
員
と
将
校
が
二
人
い

た
「
朝
の
七
時
か
ら
埠
頭
と
倉
庫
と
集
積
場
と
碇
泊
場
司
令
部
と
の
間

。

を
車
両
と
韓
人
夫
と
立
混
つ
て
駆
回
つ
て
居
る

そ
の
糧
餉
部
の
勤

、
」
、

「

務
が
激
し
い
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
菊
寿
と
銘
打
た
四
斗
樽
が
特
に
監
本
部

か
ら
一
樽
支
給
」
さ
れ
て
い
た
。
激
し
い
仕
事
に
比
べ
給
料
が
安
い
輸
卒

の
た
め
に
、
久
留
島
は
自
分
の
給
料
を
削
っ
て
牡
丹
餅
を
拵
え
て
あ
げ
た

り
す
る
。
そ
の
結
果
、
久
留
島
が
宿
舎
の
お
風
呂
に
入
る
度
に
補
助
輸
卒

が
飛
び
込
ん
で
き
て
、
背
中
を
流
し
て
く
れ
る

。
（
糧
餉
部

「
」
）

咸
鏡
北
道
に
北
上
し
、
会
寧
を
占
領
し
た
後
休
戦
に
入
っ
て
い
た
一
九

〇
五
年
五
月
、
部
隊
で
は
、
一
頭
七
〇
円
す
る
牛
を
三
頭
購
入
し
、
屠
殺



し
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
か
獣
医
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
任
務
を
任
さ
れ
た
久
留
島
は
、
韓
人
夫
一
人
と
一
緒
に
牛
を
引
っ
張
っ

て
、
一
里
離
れ
た
砲
兵
連
隊
の
舎
営
地
ま
で
行
く
。
牛
に
異
常
が
な
い
と

い
う
確
証
を
韓
人
夫
に
渡
し
た
久
留
島
は
、
宗
匠
に
な
っ
た
気
分
で
俳
句

を
作
り
な
が
ら
自
由
時
間
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
だ
後
、
午
後
一
〇
時
に
帰

。
、

「
、

隊
す
る

ま
た
八
月
に
は
公
務
を
も
っ
て
仁
川

（
「

」
）

前
哨
線
の
俳
句
会

鎮
南
浦
、
平
壤
、
安
州
、
義
州
、
龍
厳
浦
の
各
地
を
経
、
鴨
緑
江
を
渡
つ

て
は
九
連
城
、
安
東
県
の
新
戦
場
を
視
察
し
一
箇
月
の
日
子
を
費
し
て
再

び
韓
城
の
舍
営
に

帰
っ
た
記
録
も
見
え
る
。

」
（
戦
場
便
り
）

「
」

こ
れ
ら
の
戦
場
ル
ポ
は
、
あ
く
ま
で
も
明
る
く
愉
快
に
兵
営
生
活
を
描

い
て
い
る
。
か
つ
て
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
久
留
島
は
「
近
衛
新
兵
」

、

と
い
う
作
品
を
通
し
て
元
気
で
明
朗
な
「
尾
上
新
兵
衛
」
と
い
う
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
り
上
げ
た
「
若
し
夫
れ
少
年
諸
君
の
中
に
、
其
実
況
を
知

。

ら
ん
と
欲
す
る
者
あ
ら
ば
、
遠
慮
無
く
や
つ
て
来
玉
へ
、
固
パ
ン
で
も
南

京
豆
で
も
、
僕
が
驕
つ
て
あ
げ
や
う
わ
ィ
」
と
威
勢
よ
く
呼
び
か
け
る

。

( )4

尾
上
新
兵
衛
が
い
る
兵
営
社
会
と
は
、
厳
し
い
軍
律
に
束
縛
さ
れ
な
が
ら

も
闊
達
な
空
気
に
包
ま
れ
た
空
間
で
あ
る
。
上
記
で
瞥
見
し
た
よ
う
に
、

そ
れ
は
朝
鮮
で
発
信
し
た
通
信
で
も
変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
あ
く
ま
で
も
明
朗
な
「
尾
上
新
兵
衛
」
を
務
め
て
き
た
久

留
島
が
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
に
身
を
お
い
た
時
「
尾
上
新
兵
衛
」
で
は

、
、

な
い
「
久
留
島
」
と
し
て
の
素
顔
を
垣
間
み
せ
る
。

三
「
久
留
島
」
の
自
分
探
し

久
留
島
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
か
ら
一
九
〇
五
年
九
月
ま
で
の
お
よ
そ

（
一
九
〇

一
年
八
ヶ
月
を
朝
鮮
で
過
ご
し
た
後
、
満
州
に
移
動
す
る
直
前

に
「
尾
上
新
兵
衛
」
で
は
な
い
「
久
留
島
」
と
し
て

五
年
九
月
三
〇
日
）
、

、

（
一
一
五
六
号
、

の
心
境
を
語
っ
た
文
章
を
残
し
て
い
る
『
基
督
教
世
界

。
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
陣
中
の
重
喜
会
」
か
ら
「
久

一
九
〇
五
年
一
〇
月
九
日
）

、

留
島
」
の
姿
を
具
体
化
し
て
み
よ
う
。

自
分
が
信
仰
の
道
か
ら
離
れ
て
社
会
に
立
つ
事
既
に
九
年
間
神
は
様

々
の
機
会
を
用
ひ
て
吾
を
再
度
も
招
き
玉
ふ
た
が
可
成
立
帰
ら
な
い

方
針
を
故
意
に
と
つ
て
い
ろ
い
ろ
と
其
の
恵
み
の
網
を
く
ぐ
り
抜
け

や
う
と
為
た
が
如
何
し
て
も
許
さ
れ
無
い

然
る
に
屡
々
矛
盾

。
（
略
）

が
出
て
来
る
自
家

衝
着
は
相
次
で
起
つ
て
来
る
而
て
そ
の
快
を
受

(
マ

マ
)

る
者
は
自
分
で
あ
る
。
苦
し
ひ
と
思
ふ
縄
は
自
縛
の
縄
で
此
の
解
結

は
一
に
己
れ
の
信
念
の
立
場
に
あ
る
の
だ
斯
と
知
て
来
る
と
尚
も
が

い
て
抜
け
て
見
た
く
な
り
断
じ
て
破
つ
て
見
た
く
な
り
益
々
努
め
れ

ば
努
め
る
だ
け
瞭
然
と
吾
が
屈
服
の
日
の
愈
々
近
づ
き
つ
つ
あ
る
事

を
意
識
す
る
の
だ
残
念
で
残
念
で
耐
ら
無
い
何
等
か
機
を
見
出
し
て

一
切
如
是
の
拘
束
か
ら
脱
す
る
事
は
出
来
ま
い
か
と
少
な
か
ら
ず
苦

ん
で
居
る
時
今
回
の
戦
役
と
な
つ
た

キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
は
、
久
留
島
の
少
年
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
久

留
島
は
、
森
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
農
学
者
で
あ
り
キ
リ
ス



（
一
八
七
六
年
創
刊
）

ト
教
を
指
導
し
て
い
た
津
田
仙
に
よ
る
『
学
農
雑
誌
』

（
一
八
八
七
年

を
愛
読
し
、
牧
畜
業
に
興
味
を
持
つ
。
大
分
中
学
校
に
入
学

し
た
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
牧
畜
業
を
学
ぶ
こ
と
を
夢

四
月
一
日
）

見
る
。
そ
こ
へ
、
英
語
の
教
師
と
し
て
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
が
大
分
中
学
校

( )5

( )6

に
や
っ
て
く
る

と
、
一
四
歳
の
久
留
島
は
自
ら
申
し
出
て

（
一
八
八
八
年
）

ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
の
家
に
寄
寓
し
英
語
を
学
ぶ
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
に
感
化

さ
れ
て
洗
礼
を
う
け
た

。
（
一
八
八
八
年
九
月
一
六
日
）

( )7

村
上
謙
介
の
『
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
博
士
伝
』
に
は
「
久
留
島
氏
の
祈
祷

、

生
活
は
、
無
邪
気
で
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同

( )8

（
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
―
筆
者
注
）

書
に
よ
る
と
、
久
留
島
が
「
一
再
な
ら
ず
博
士

に
、
森
の
旧
宅
に
残
つ
て
居
る
彼
の
母
親
が
、
神
の
救
い
に
預
れ
る
だ
ら

う
か
と
尋
ね
、
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
は
た
だ
祈
れ
と
ば
か
り
勧
め
て
い
た
。

」

す
る
と
久
留
島
は
忠
実
に
母
の
た
め
に
祈
り
、
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
を
訪
れ
る

客
を
そ
ば
に
招
い
て
は
、
母
の
救
い
の
た
め
に
祈
っ
て
く
れ
と
求
め
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
久
留
島
の
祈
祷
に
よ
っ
て
後
に
母
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

な
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
こ
の
逸
話
の
な
か
に
は
、
母
の
た
め
に
必

死
で
祈
る
一
四
歳
の
久
留
島
の
姿
が
あ
る
。

久
留
島
は
、
大
分
美
以
協
会
会
員
名
簿
の
族
籍
に
「
華
族
」
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
祖
父
道
靖
は
久
留
島
藩
第
一
二
代
の
当
主
で
あ
っ
た
。
父
は

（
中
金
奥
平
家

通
寛
。
母
恵
喜
は
、
中
津
奥
平
藩
の
家
中
、
奥
平
丈
右
衛
門

の
七
人
の
う
ち
の
次
女
で
あ
っ
た
。
久
留
島
の
父
通
寛
が

の
第
八
代
当
主
）

（
明
治
一
二
年
～
大
正
八
年
ま

病
弱
だ
っ
た
た
め
、
本
家
の
一
三
代
目
の
跡
目

を
相
続
し
た
の
は
、
次
弟
の
通
簡
で
あ
っ
た
。
豊
後
森
藩

で
の
三
九
年
間
）

最
後
の
藩
主
で
あ
っ
た
久
留
島
の
祖
父
通
靖
は
、
一
四
代
目
を
通
寛
の
長

男
で
あ
る
武
彦
と
決
め
て
い
た
。
し
か
し
通
寛
が
早
世
す
る
と
、
通
寛
の

次
弟
通
簡
の
子
健
三
郎
が
跡
を
継
い
だ
。
こ
の
廃
嫡
に
よ
っ
て
、
久
留

( )9

( )10

島
母
子
は
宗
家
と
の
苦
し
い
葛
藤
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

関
西
学
院
に
赴
任
す
る
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
の
誘
い
を
う
け
て
、
関
西
学
院

（
一
八
九
一
年
三
月

に
移
っ
て
勉
強
し
て
い
た
久
留
島
は
、
父
通
寛
が
他
界

し
た
こ
と
で
子
爵
で
あ
る
宗
家
と
対
面
す
る
。
異
教
を
奉
ず
る

二
五
日
）

の
は
家
系
の
名
誉
を
け
が
す
行
為
だ
と
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
し
た
宗
家

は
、
河
野
水
軍
の
末
裔
で
あ
る
誇
り
の
も
と
、
久
留
島
を
東
京
の
攻
玉
舎

海
軍
予
備
学
校
に
強
制
入
学
さ
せ
る
。
関
西
学
院
の
学
籍
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
攻
玉
舎
に
通
っ
た
久
留
島
は
、
一
〇
ヶ
月
後
、
進
級
試
験
を
放
棄
し

て
関
西
学
院
に
戻
る
。
久
留
島
を
家
系
の
競
争
者
と
し
て
警
戒
し
て
い
た

宗
家
は
、
い
い
口
実
と
機
会
を
掴
ん
だ
か
の
よ
う
に
、
久
留
島
に
は
一
言

、
。

の
通
告
も
せ
ず
子
爵
家
か
ら
除
籍
し
学
資
支
給
ま
で
断
っ
て
し
ま
う

( )11

再
び
関
西
学
院
に
戻
っ
た
久
留
島
は
、
神
戸
の
三
宮
神
社
前
に
立
ち
二

ヶ
月
間
街
頭
伝
導
を
行
っ
た
り
、
広
島
伝
導
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
神
戸

美
以
教
会
の
日
曜
学
校
主
宰
者
を
務
め
た
り
し
て
、
前
に
も
増
し
て
信
仰

生
活
に
精
力
を
注
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
生
活
は
厳
し
い
苦
学
と
並
立

し
て
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

子
爵
家
か
ら
除
籍
さ
れ
た
後
も
宗
家
に
留
ま
っ
て
い
た
母
と
妹
か
ら

、
。

、
は
泣
訴
の
手
紙
が
届
く
宗
家
の
残
酷
な
処
置
に
憤
激
し
た
久
留
島
は

母
と
妹
を
神
戸
に
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
神
戸
市
在
住
の
外
国
人
に
日
本

語
を
教
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
や
、
教
会
図
書
館
で
教
室
用
聖
書
地
図
や
参
考

図
絵
作
り
の
手
伝
い
な
ど
で
稼
ぎ
、
一
九
歳
に
し
て
常
に
母
と
妹
へ
の
扶

養
責
任
を
感
じ
、
生
計
を
立
て
る
た
め
に
工
夫
を
し
て
い
た
。
二
〇
歳
に



な
り
卒
業
試
験
を
目
前
に
ひ
か
え
た
久
留
島
は
、
職
を
求
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
植
村
正
久
か
ら
『
福
音
新
報
』
の
編
集
係
を
提
案
さ
れ
て
東
京
に
向

か
う
。
そ
の
途
中
立
ち
寄
っ
た
箱
根
の
旅
館
で
兵
士
合
格
通
知
書
を
受
け

、
。

、
、

取
り
入
隊
し
た
つ
ま
り
日
清
戦
争
に
従
軍
す
る
ま
で
の
久
留
島
は

宗
家
に
対
す
る
憤
慨
と
母
や
妹
へ
の
扶
養
責
任
と
い
う
重
荷
の
な
か
、
そ

の
救
い
を
キ
リ
ス
ト
に
向
け
て
必
死
に
祈
り
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
陣
中

次
に
「
信
仰
の
道
か
ら
離
れ
て
社
会
に
立
つ
事
既
に
九
年
間

、
」
「

と
語
る
、
そ
の
「
九
年
間
」
に
わ
た
る
久
留
島
の
姿
を
追
っ

の
重
喜
会
）
」

て
み
る
。
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
頃
か
ら
日
露
戦
争
に
従
軍
す
る
ま
で
の

時
期
が
そ
の
「
九
年
間
」
に
あ
た
る
。

熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
久
留
島
は
、
日
清
戦
争
の
勃
発
で
東
京

近
衛
師
団
歩
兵
第
一
連
隊
に
入
隊

し
、
三
年
間

（
一
九
八
四
年
一
二
月
一
日
）

の
兵
役
勤
務
を
終
え
て
一
八
九
七
年
暮
れ
に
除
隊
す
る
。
そ
の
間
『
少

、

年
世
界
』
に
連
載
さ
れ
た
「
近
衛
新
兵
」
で
一
躍
有
名
と
な
り
『
少
年

、（
一
八
九

世
界
』
を
中
心
に
戦
場
ル
ポ
を
書
き
続
け
る
。
台
湾
か
ら
帰
還

し
た
後
、
三
等
書
記
に
任
命
さ
れ
営
外
居
住
許
可
を
得
た
久

五
年
一
一
月
）

（
一

留
島
は
、
近
衛
師
団
の
糧
食
部
に
通
勤
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃

か
ら
交
流
を
始
め
た
巌
谷
小
波
の
家
に
下
宿
し
、
文
学
研
究

八
九
六
年
）

会
で
あ
る
木
曜
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
文
人
と
し
て
の
仲
間
入
り
を
果

た
す
。

し
か
し
文
人
と
し
て
安
住
す
る
に
は
久
留
島
の
重
荷
は
大
き
く

苦
、

、「

し
ひ
と
思
ふ
縄
」
は
根
深
か
っ
た
。
五
ヶ
月
ほ
ど
で
巌
谷
小
波
の
家
を
出

た
久
留
島
が
、
神
戸
の
母
と
妹
を
呼
び
寄
せ
て
一
緒
に
過
ご
し
た
の
が
一

八
九
六

年
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
に
は
妹
を
結
婚
さ
せ
る
と

（
明
治
二
九
）

同
時
に
、
久
留
島
も
結
婚
を
す
る
。
そ
し
て
そ
の
年
の
暮
、
除
隊
を
迎
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え
た
。

久
留
島
が
資
本
家
を
目
指
し
て
奮
闘
し
た
の
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ

る
除
隊
に
よ
っ
て
自
由
の
身
に
な
り
扶
養
家
族
が
増
え
た
こ
と
は

酷
。

、「

薄
な
処
置
を
な
し
た
宗
家
に
仕
返
す
近
道
は
富
者
と
な
る
こ
と
だ
」
と ( )13

考
え
る
久
留
島
の
気
持
ち
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。
な
る
べ
く
信

「
」

、
仰
の
道
に
は
帰
ら
な
い
方
針
を
故
意
に
立
て
た
と
語
る
そ
の
理
由
は

こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
目
ま
ぐ
る
し
い
と
も
言
え
る
転
職

の
経
歴
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

信
仰
の
道
か
ら
離
れ
て
社
会
に
立
つ
「
九
年
間
」
の
職
歴
を
以
下
に
列

記
す
る
。

①
一
八
九
八
年
、
神
戸
新
聞
社

→
②
一
八
九
九
年
「
軍
事

（
一
年
間
）

、

彙
報
」
の
編
集

→
③
一
八
九
九
年
、
横
浜
セ
ー
ル
商
社
→

（
六
ヶ
月
間
）

④
一
九
〇
〇
年
、
日
本
郵
船
会
社
に
入
社
し
上
海
支
店
長
秘
書
と
し
て

上
海
行
き
→
⑤
一
九
〇
一
年
、
大
阪
毎
日
新
聞
社

→
⑥
一

（
二
年
間
）

九
〇
三
年
、
海
門
商
会

→
⑦
同
年
、
横
浜
貿
易
新
報
社

（
一
〇
ヶ
月
間
）

→
⑧
一
九
〇
三
年
末
、
東
京
中
央
新
聞
社

三
年
間
の
兵
役
を
終
え
た
後
、
た
っ
た
の
五
年
間
で
八
種
に
も
な
る
様

々
な
職
を
経
験
し
て
い
る
。
三
年
契
約
で
入
っ
た
軍
事
彙
報
社
は
六
ヶ
月

で
経
営
破
綻
に
な
り
、
庫
番
で
主
に
羅
紗
と
鉄
を
取
り
扱
っ
た
横
浜
セ
ー

ル
商
社
は
昇
進
の
見
込
み
が
見
え
ず
辞
退
、
一
攫
千
金
の
夢
を
抱
い
て
渡

っ
た
上
海
で
は
突
如
勃
発
し
た
北
京
義
和
団
事
件
に
よ
っ
て
会
社
が
閉
鎖



さ
れ
て
し
ま
う
。
希
望
に
満
ち
て
足
を
踏
み
入
れ
た
上
海
だ
っ
た
が
、
一

週
間
一
〇
銭
銀
貨
一
枚
で
過
ご
す
悲
惨
な
思
い
だ
け
を
体
験
し
、
虚
し
く

日
本
に
帰
っ
た
。
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
久
留
島
の
受
難
は
続
い
た
。
一

時
期
新
聞
社
に
勤
め
て
は
み
た
も
の
の
、
資
本
家
へ
の
野
望
は
捨
て
き
れ

ず
、
本
田
貞
介
が
横
浜
に
設
立
し
た
「
海
門
商
会
」
に
入
社
す
る
。
貿
易

（
い
わ

会
社
が
取
り
扱
う
関
税
商
品
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
業
を
行
っ
て
い
た

海
門
商
会
は
、
ほ
ん
の
一
〇
ヶ
月
で
倒
産
し

ゆ
る
カ
ス
タ
ム
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
）

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
も
が
い
て
抜
け
て
見

、

た
く
な
り
断
じ
て
破
つ
て
見
た
く
」
な
る
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
「
益
々

、

努
め
れ
ば
努
め
る
だ
け
瞭
然
と
吾
が
屈
服
の
日
の
愈
々
近
づ
き
つ
つ
あ
る

事
を
意
識
」
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
自
分
を
縛
り
付
け
て
い
る
縄
を
く

ぐ
り
抜
け
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
矛
盾
が
出
て
来
る
自
家
衝
着
」
に

遭
遇
す
る
の
で
あ
っ
た
。

、
、

「
」

、
し
か
し
久
留
島
は
自
分
を
苦
し
め
る
縄
は
自
縛
の
縄
で
あ
り

そ
の
「
解
結
は
一
に
己
れ
の
信
念
の
立
場
に
あ
る
」
と
語
る
「
陣
中
の

。

重
喜
会
」
に
は
、
咸
鏡
北
道
富
寧
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
軍
曹
小
林
角
一

と
安
藤
勝
利
、
そ
し
て
富
寧
の
兵
站
司
令
官
と
し
て
着
任
し
た
歩
兵
少
佐

宇
野
重
喜
と
共
に
、
重
喜
会
と
名
付
け
た
小
集
会
を
開
き
、
信
仰
を
深
め

た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

陳
中
に
讃
美
歌
を
響
か
せ
、
軍
服
に
隠
し
た
小
型
聖
書
を
毎
日
読
む
熱

心
な
祈
祷
生
活
で
は
あ
る
が
一
四
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
よ
う
な

無
、

、「

邪
気
で
真
剣
」
な
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
「
無
邪
気
で
真
剣
」
に
祈

。

り
続
け
た
久
留
島
に
は
な
か
っ
た
「
信
念
」
な
る
も
の
が
、
そ
こ
に
は
生

じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
信
念
」
な
る
も
の
と
は
「
児
童
文
化
事

、

業
」
へ
の
思
い
で
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
に
従
軍
す
る
一
年
前
、
横
浜
貿
易
新
報
社
に
籍
を
置
い
て
い

、
、

た
久
留
島
は
妻
が
生
活
費
を
削
っ
て
支
援
し
て
く
れ
た
資
金
三
〇
円
と

巌
谷
小
波
と
木
戸
忠
太
郎
の
協
力
の
も
と
に
、
一
九
〇
三

年
（
明
治
三
六
）

七
月
一
五
日
土
曜
日
、
横
浜
蓬
莱
町
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
第
一
回
の
「
お

」
。

、
話
の
会
を
開
催
し
た
子
ど
も
の
話
会
と
い
う
の
は
仏
教
会
に
は
な
く

教
会
に
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
当
時
の
日
本
で
、

久
留
島
に
よ
る
「
お
話
の
会
」
は
初
め
て
の
童
話
会
で
あ
っ
た
。

大
成
功
を
お
さ
め
た
「
お
話
の
会
」
は
毎
月
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
お
伽
芝
居
」
ま
で
手
掛
け
、
多
忙
に
な
っ
た
久
留
島
は
横
浜
貿
易
新
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報
社
を
辞
め
る
が
、
生
活
費
の
た
め
、
再
び
職
を
求
め
東
京
中
央
新
聞
社

に
入
社
し
た
「
お
話
の
会
」
は
七
月
、
八
月
、
九
月
、
一
〇
月
と
続
い

。

た
が
、
一
一
月
に
な
る
と
日
露
の
情
勢
が
悪
化
し
、
一
二
月
に
な
っ
て
久

留
島
が
佐
世
保
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
、
次
第
に
中
止
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
お
話
の
会
」
は
、
久
留
島
に
と
っ
て
初
の
児
童
文
化
事
業
へ
の
試
み

で
あ
っ
た
。
実
際
に
携
わ
っ
た
期
間
は
一
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、
そ

、「
」

、
の
活
動
は

自
家

衝
着
に
陥
り
迷
子
に
な
っ
て
い
た
久
留
島
を
導
く

あ
る
方
向
を
提
示
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
方
向
と
は
、
決
し
て
真
新

し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
久
留
島
が
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
少
年
世
界
』
に
「
近
衛
新
兵
」
を
投
稿
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
久
留

島
は
童
話
を
発
表
し
て
い
た
。
一
九
〇
三

年
ま
で
久
留
島
が

（
明
治
三
六
）

、
。

発
表
し
た
作
品
は
約
九
三
編
あ
る
が
そ
の
な
か
で
童
話
は
二
六
編
あ
る



（
明
治
二
九
）

（
お
鼻

童
話
を
発
表
し
た
期
間
は
、
一
八
九
六

年
二
月
一
日
「

か
ら
一
八
九
八

年
一
二
月
一

の
喇
叭
『
少
年
世
界
』
二
巻
三
号
）

（
明
治
三
一
）

」

五
日

ま
で
に
集
中
し
て

（
草
鞋
談
」
中
ノ
二
・
下
『
少
年
世
界
』
四
巻
二
七
号
）

「

い
る
。
二
六
編
の
う
ち
二
四
編
が
こ
の
期
間
に
発
表
さ
れ
た
。

（
）

こ
の
期
間
の
久
留
島
と
い
う
と
台
湾
か
ら
帰
還

、
一
八
九
五
年
一
一
月

し
た
後
、
営
外
居
住
許
可
を
得
て
、
巌
谷
小
波
の
家
に
下
宿
し
な
が
ら
近

衛
師
団
の
糧
食
部
に
通
勤
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
木
曜
会
を
立
ち
上
げ

て
文
人
と
し
て
の
空
気
を
吸
い
込
ん
で
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
で
あ
る

。
文
人
の
空
気
を
吸
い
込
ん
だ
身
を
最
初
に
向
け
た
と
こ
ろ
が
、
童
話
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と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
久
留
島
は
文
人
と
し
て
安
住
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
久
留
島
が
信
仰
の
道
か
ら
離
れ
て
社
会
に
入
っ
て
行
け

ば
行
く
ほ
ど
、
童
話
も
久
留
島
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
「
軍
事
彙
報
」
に

。

関
わ
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
久
留
島
に
よ
る
童
話
が
発
表
さ
れ

（
一
八
九
九
年
）

な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
上
海
か
ら
帰
っ
て
一
時
大
阪

毎
日
新
聞
社
に

落
ち
着
い
た
久
留
島
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
最
初
の
子
ど

「
」
、

。
も
欄
と
な
っ
た
幼
稚
園
を
園
長
尾
上
新
兵
衛
の
筆
名
で
担
当
す
る

海
門
商
会
に
走
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
こ
の
企
画
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た

が
、
久
留
島
が
少
し
で
も
余
裕
を
取
り
戻
し
た
と
き
に
は
児
童
関
連
事
業

を
試
み
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴
重
な
経
歴
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
お
話
の
会
」
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
久
留
島
は
新
聞
社
ま
で
辞
め
て

児
童
文
化
事
業
に
専
念
し
よ
う
と
し
た
が
、
生
活
と
い
う
現
実
に
ぶ
つ
か

り
、
ま
た
新
聞
記
者
と
い
う
職
に
戻
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
間

も
な
く
、
日
露
戦
争
に
従
軍
。
繰
り
返
さ
れ
た
事
業
の
失
敗
に
続
き
、
今

度
は
や
っ
と
の
思
い
で
実
現
し
た
児
童
文
化
事
業
ま
で
中
断
と
い
う
形
で

挫
折
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
無
邪
気
で
真
剣
」
な
祈
祷
生
活
と
と
も
に
成
長
し
た
久
留
島
は
、
信

仰
の
道
か
ら
離
れ
、
社
会
に
立
ち
入
っ
て
九
年
と
い
う
歳
月
を
過
ご
し
、

今
、
朝
鮮
と
い
う
場
で
「
当
初
の
希
望
よ
り
云
へ
ば
絶
望
の
現
在
の
立

、

場
よ
り
云
へ
ば
思
ひ
も
設
け
ぬ
恵
み
に
浴
し
て
此
処
に
久
し
振
り
の
重
荷

を
お
ろ
す
事
と
な
つ
た
」
と
語
る
心
境
に

落
ち
着
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
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で
は
、
久
留
島
が
「
久
し
振
り
の
重
荷
を
お
ろ
す
事
と
な
つ
た
、
朝
鮮

」

と
い
う
場
の
考
察
に
入
っ
て
み
る
。

四
久
留
島
に
と
っ
て
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
は

一
九
〇
四

年
二
月
、
久
留
島
は
第
一
二
師
団
三
二
連
隊
兵

（
明
治
三
七
）

站
幹
部
の
糧
餉
部
に
配
属
さ
れ
て
仁
川
港
に
上
陸
し
た
。
済
物
浦
糧
秣
倉

庫
の
係
り
と
し
て
日
本
か
ら
運
搬
さ
れ
て
く
る
糧
秣
の
受
納
と
配
給
の
事

務
を
担
当
し
て
い
た
兵
営
社
会
か
ら
、
朝
鮮
と
い
う
外
側
に
目
を
向
け
た

時
、
一
番
初
め
に
久
留
島
の
目
に
付
い
た
の
は
「
一
体
朝
鮮
人
は
迷
信
が

深
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
「
朝
鮮
の

」
、

（
朝
鮮
の
産
児
奇
習
）

「
」

産
児
奇
習
」
を
通
し
て
語
ら
れ
る
、
久
留
島
の
目
に
映
っ
た
朝
鮮
の
風
景

を
概
観
す
る
。

朝
鮮
の
人
は
「
何
事
を
為
す
に
も
巫
女
を
頼
み
、
卜
筮
を
頼
み
、
鬼

、

神
を
祭
る
と
云
ふ
有
様
」
で
、
日
本
と
は
異
な
っ
て
「
先
づ
祈
る
も
の
は

名
山
で
あ
る
、
或
は
大
川
で
あ
る
、
七
星
を
祈
る
事
も
あ
る
、
寺
に
祈
る

事
も
あ
る
、
城
隍
と
云
つ
て
、
峠
の
登
り
と
降
り
の
境
目
に
、
積
上
げ
て



あ
る
石
の
小
山
に
願
を
か
け
る
」
事
も
あ
る
。
な
か
で
も
「
最
も
不
思
議

な
の
は
井
戸
に
祈
請
を
か
け
、
竈
に
願
を
か
け
る
事
で
あ
る
」
と
記
す
。

ま
た
、
名
山
に
は
必
ず
神
が
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
山
に
祈
る
場
合
が
多

、「
。

『
』
」

い
が

何
の
神
と
云
ふ
当
は
無
い
朝
鮮
人
に
聞
け
ば
只
山
神
だ

と
い
う
。
城
隍
と
い
う
も
の
は
「
朝
鮮
内
地
を
旅
行
す
る
と
、
屹
度
眼

、

に
着
く
物
で
、
其
が
高
く
て
も
低
く
て
も
、
峠
で
あ
れ
ば
、
其
の
頂
に
は

必
ず
有
る

「
気
を
付
け
て
見
て
居
る
と
、
道
行
く
旅
の
人
は
、
大
概
小

」
。

石
を
拾
つ
て
此
の
上
に
投
上
げ
、
一
寸
目
礼
し
て
行
く
者
も
あ
れ
ば
、
ま

た
丁
寧
に
合
掌
し
、
礼
拝
し
て
行
く
者
」
も
い
る
。

「
迷
信
深
い
」
朝
鮮
の
風
習
の
な
か
で
も
、
特
に
久
留
島
は
「
産
児
」

、

に
対
す
る
朝
鮮
の
迷
信
に
注
目
す
る
。
子
供
の
な
い
人
が
祈
り
を
し
て
子

供
を
授
か
り
、
出
産
す
る
ま
で
の
あ
り
さ
ま
を
次
の
よ
う
に
詳
記
す
る
。

祭
期
は
、
普
通
が
三
日
間
で
少
し
丁
寧
な
の
は
七
日
間
、
凝
っ
た
の
に
な

る
と
百
日
位
山
中
に
こ
も
っ
て
祭
る
。
祭
る
前
に
は
斎
戒
沐
浴
し
て
身
を

清
め
、
新
裁
の
衣
を
着
け
、
大
概
巫
女
か
盲
人
を
同
伴
し
て
行
く
「
此

。

は
主
に
京
城
の
巫
女
と
盲
人
だ
が
、
田
舎
の
方
の
盲
人
は
鈴
に
代
て
太
鼓

を
叩
く
。
そ
れ
で
神
に
捧
る
供
物
は
如
何
な
物
か
と
云
ふ
と
、
規
定
と
し

、
、

、
て
は
米
飯
に
和
布
汁
で
こ
れ
に
蜂
蜜
で
拵
へ
た
蝋
燭
の
黄
色
い
物
と

白
紙
三
枚
を
携
へ
て
行
く
。
そ
こ
で
此
処
に
神
居
ま
す
と
思
ふ
所
に
前
記

の
米
飯
と
和
布
汁
を
並
べ
、
そ
の
前
に
黄
蝋
を
点
し
て
、
如
何
か
好
き
児

を
授
け
ら
れ
る
様
に
祈
る
。
祈
り
終
れ
ば
白
紙
三
枚
を
一
枚
々
々
に
巻
い

て
、
其
に
火
を
点
じ
、
右
の
手
に
持
つ
て
、
次
第
に
指
先
き
ま
で
燃
了
る

ま
で
持
つ
て
居
る
。
此
の
時
此
の
紙
の
燃
え
た
灰
が
、
風
に
連
れ
て
空
中

に
騰
る
高
さ
に
よ
つ
て
、
出
来
る
子
供
の
運
を
卜
ふ
。
乃
ち
其
の
騰
る
事

高
け
れ
ば
高
い
だ
け
、
好
い
と
為
て
あ
る
の
だ
。
」

朝
鮮
に
は
産
婆
が
な
い
こ
と
、
産
着
に
必
ず
男
親
が
着
て
い
た
古
衣
を

仕
立
て
直
し
て
着
せ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
違
い
を

語
る
。
ま
た
、
胞
衣
は
三
日
間
産
室
の
内
に
大

切
に
保
存
し
て
置
き
三
日

目
に
焼
く
こ
と
、
胞
衣
を
焼
く
時
は
家
族
が
総
出
で
周
囲
に
立
ち
塞
ぎ
、

焼
け
て
し
ま
う
ま
で
厳
重
に
守
っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
す
る
。
朝
鮮
で
は

胞
衣
が
「
陰
虚
火
動
」
と
い
う
肺
病
の
特
効
薬
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
た

め
、
子
供
が
生
れ
る
と
こ
の
胞
衣
を
盗
み
に
来
る
者
が
少
な
く
な
い
か
ら

だ
と
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。

目
出
度
く
安
産
し
た
後
、
生
れ
た
子
が
男
の
子
で
あ
れ
ば
、
門
口
に
七

五
三
縄
を
逆
に
ね
じ
っ
て
、
こ
の
ね
じ
り
目
に
一
つ
置
き
に
唐
辛
子
と
炭

と
を
挟
ん
だ
も
の
を
か
け
、
女
の
子
な
ら
ば
唐
辛
子
に
代
え
て
松
葉
を
挟

む
。
そ
れ
か
ら
三
日
間
は
非
常
に
注
意
を
す
る
と
共
に
、
子
供
の
守
り
神

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
「
三
神
」
を
祭
る
。
久
留
島
は
こ
の
「
三
」
と
い
う

数
字
と
朝
鮮
の
子
供
の
関
係
に
非
常
に
興
味
を
示
し
「
胞
内
に
居
る
時

、

は
、
出
産
の
三
箇
月
前
か
ら
特
殊
の
注
意
を
払
は
れ
る
。
生
れ
て
三
日
間

は
特
殊
の
時
間
と
し
て
聖
別
さ
れ
る
。
生
れ
々
ば
直
ち
に
守
り
神
と
し
て

三
神
が
附
い
て
居
る
。
そ
こ
で
此
の
三
神
に
捧
げ
る
供
物
が
相
変
ら
ず
選

（
そ
れ
で
生
れ
た
子
供
が

米
の
飯
と
和
布
汁
だ
が
、
こ
れ
が
何
れ
も
三
椀
宛
、

三
つ
目
で
、
三
つ
口
で
、
三
つ
指
を
つ
い
て
お
辞
儀
を
為
た
ら
ば
、
何
も
彼
も
三
つ
尽
し兎

で
斯
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
三
韓
と
名
を
附
け
た
の
か
如
何
だ
か
其
は
わ
か
ら
無
い
）

に
角
、
三
つ
と
云
う
数
が
関
係
す
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
「
三
」
と
い

、

う
数
字
と
子
供
と
の
特
殊
な
関
係
は
、
朝
鮮
一
国
に
限
ら
な
い
も
の
で
、

日
本
で
も
欧
州
で
も
米
国
で
も
子
供
と
「
三
」
の
特
殊
な
関
係
が
共
通
に



認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
一
九
三
六

年
に
『
児
童
』
誌
を
借
り
て
「
世
界
共
通
の
童
話
数
詞
『
三
』
と
い
ふ

、

＝
或
は
三
度
く
り
か
へ
さ
れ
る
＝
の
は
、
要
す
る
に
稚
き
頭
脳
に
、
最
も

よ
く
明
確
に
考
へ
ら
れ
る
『
多
く
』
の
意
義
を
代
表
す
る
も
の
と
見
て
差

支
へ
な
い
」
と
述
べ
、
東
西
古
今
を
問
わ
ず
「
数
」
を
代
表
す
る
手
早
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い
解
釈
が
「
三
」
で
あ
る
と
説
く
。

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
の
産
児
風
習
を
観
察
し
た
久
留
島
が
、
そ
の
次
に
注

目
し
た
の
は
朝
鮮
児
童
の
遊
び
文
化
で
あ
っ
た
帰
還
す
る
直
前
に
少

、
。

『

年
世
界

に
寄
稿
し
た
「
朝
鮮
児
童
の
遊
戯
」
に
は
、

』
（
一
一
巻
一
四
号
）

。
、

朝
鮮
児
童
の
玩
具
と
遊
び
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
文
章
の
最
初
に
は

日
本
が
子
供
に
触
感
の
満
足
を
与
え
る
た
め
に
し
ゃ
ぶ
り
こ
を
握
ら
せ
る

の
に
対
し
て
、
朝
鮮
は
、
子
供
の
上
着
に
あ
る
紐
付
け
の
所
に
結
び
つ
け

て
、
子
供
が
動
く
た
び
に
鳴
ら
す
小
鈴
以
外
に
は
最
初
期
の
玩
具
な
る
も

の
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
紹
介
さ
れ
る
玩
具
は
、
篠
笛
で
あ
る
。

「
こ
の
笛
が
朝
鮮
児
童
に
と
つ
て
は
、
尤
も
共
通
で
、
又
唯
一
な
る
児
童

期
の
玩
具
と
云
ふ
も
差
支
へ
無
い
」
と
記
す
。
そ
れ
に
、
京
城
と
釜
山
あ

た
り
で
は
紙
鳶
を
揚
げ
る
子
供
が
い
る
こ
と
、
夏
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い

が
、
冬
川
に
氷
が
張
る
と
独
楽
を
氷
の
上
で
ま
わ
す
地
方
も
あ
る
こ
と
、

女
の
子
が
ほ
う
づ
き
を
鳴
ら
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

玩
具
に
続
き
、
朝
鮮
児
童
の
代
表
的
な
遊
戯
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ノ

ル
テ
ィ
ギ
、
ト
ン
チ
ギ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
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久
留
島
は
「
鈴
と
笛
と
紙
鳶
に
独
楽
、
以
上
三
ツ
の
他
は
如
何
に
注

、

意
し
て
見
て
も
、
玩
具
と
云
ふ
や
う
な
物
を
見
当
ら
ぬ
。
朝
鮮
の
児
童
が

楽
し
み
の
道
具
と
云
ふ
は
、
此
以
外
に
は
全
く
無
い
や
う
で
あ
る
」
と
い

い
、
朝
鮮
の
玩
具
に
つ
い
て
「
至
っ
て
数
が
少
な
い
」
と
語
る
。
同
じ
よ

う
に
数
が
少
な
い
遊
戯
の
な
か
で
、
朝
鮮
各
地
に
最
も
共
通
し
て
い
る
ブ

ラ
ン
コ
に
つ
い
て
は
「
吾
国
の
子
供
な
ど
が
造
る
一
寸
懸
と
違
つ
て
、

、

大
人
が
助
け
て
思
ひ

切
り
高
い
枝
」
か
ら
「
途
方
も
無
い
高
い
も
の
を

、

懸
け
て
、
そ
の
高
け
れ
ば
高
い
だ
け
が
自
慢
で
あ
る
ら
し
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
ノ
ル
テ
ィ
ギ
に
つ
い
て
も
「
如
何
に
も
熟
練
し
た
も
の
で
、
殆

、

ど
こ
れ
が
遊
び
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
る
。

要
す
る
に
、
久
留
島
の
目
に
映
っ
た
朝
鮮
の
児
童
は
、
鈴
と
笛
と
凧
と

独
楽
以
外
に
楽
し
み
の
道
具
と
い
え
る
も
の
を
持
た
な
い
。
そ
の
上
、
数

の
少
な
い
遊
戯
は
、
子
供
の
遊
び
と
は
思
え
な
い
危
険
性
を
有
し
、
子
供

に
熟
練
し
た
技
術
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仁
川
で
一
五
ヶ
月
、
咸

鏡
北
道
で
五
ヶ
月
を
過
ご
し
た
久
留
島
は
、
一
九
〇
五

年
一

（
明
治
三
八
）

〇
月
、
朝
鮮
の
児
童
が
「
遊
戯
を
為
し
楽
ん
で
居
る
の
を
見
る
事
は
極
く

稀
れ
で
あ
る

と
い
う
印
象
を
残
し
、
朝
鮮
を
後
に

」
（
朝
鮮
児
童
の
遊
戯
）

「
」

す
る
。

満
州
に
進
ん
だ
久
留
島
は
、
遼
陽
に
し
ば
ら
く
滞
陣
し
た
後
、
沙
河
に

駐
屯
し
て
い
る
時
休
戦
を
迎
え
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
五
日
、
帰
還
す

る
。
日
本
に
戻
っ
て
四
、
五
日
の
休
養
後
、
さ
っ
そ
く
中
央
新
聞
社
に
復

帰
し
、
同
年
一
一
月
三
〇
日
創
刊
し
た
中
央
新
聞
社
の
日
曜
附
録
「
ホ
ー

ム
」
の
編
集
長
を
務
め
る
。
そ
し
て
翌
年
の
三
月
四
日
「
お
伽
倶
楽
部
」

を
発
足
し
、
一
七
日
に
神
田
美
土
代
町
の
青
年
会
館
で
第
一
回
の
「
お
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伽
講
話
会
」
を
開
催
す
る
の
で
あ
っ
た
。
演
劇
も
映
画
も
放
送
も
な
く
、

子
供
の
た
め
の
文
化
財
と
い
え
る
も
の
が
乏
し
か
っ
た
時
代
に
、
子
供
の

た
め
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
「
お
伽
倶
楽
部
」
に
よ
る
「
お
伽
講
話



会
」
に
は
、
口
演
だ
け
で
は
な
く
、
童
謡
や
琵
琶
の
演
奏
、
奇
席
芸
の
太

、
、

。
神
楽
子
供
向
け
の
手
品
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
工
夫
さ
れ
た

( )21

こ
の
「
お
伽
倶
楽
部
」
に
よ
る
催
し
は
大
盛
況
で
、
そ
の
後
毎
月
一
回
開

か
れ
、
七
年
間
も
続
い
た
。
ま
た
、
久
留
島
は
、
講
話
部
主
任
と
し
て
博

文
館
に
入
社

し
『
少
年
世
界

『
少
女
世
界
』
の
主

（
一
九
〇
六
年
九
月
）
、

』
、

幹
を
し
て
い
た
巌
谷
小
波
と
と
も
に
地
方
愛
読
者
会
を
巡
回
、
口
演
を
行

う
一
方
、
お
伽
倶
楽
部
の
支
部
を
各
地
に
手
掛
け
、
精
力
的
に
児
童
文
化

事
業
を
全
国
に
広
げ
て
い
っ
た
。
帰
還
後
、
わ
ず
か
一
年
も
経
た
な
い
う

ち
の
成
果
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
久
留
島
が
初
め
て
試
み
た
「
お
話
の
会
」
か
ら
「
お
伽
倶
楽

部
」
に
向
か
う
途
上
に
立
ち
寄
っ
た
「
朝
鮮
」
と
い
う
場
を
想
起
し
て

、

み
た
い
。

余
は
嘗
て
初
め
て
朝
鮮
に
行
つ
た
時
、
大
道
で
子
供
が
遊
ん
で
居
る

の
を
見
た
、
お
前
は
幾
歳
か
と
聞
く
と
、
十
歳
だ
と
い
ふ
。
成
程
ま

だ
遊
び
盛
り
の
子
供
だ
と
余
が
云
ふ
の
を
聞
い
て
彼
は
沸
然
と
し
て

恐
つ
た
。
子
供
で
は
な
い
ぞ
頭
を
見
ろ
！
と
い
つ
た
、
彼
れ
は
頭
髪

を
上
げ
冠
を
戴
い
て
居
る
。
所
謂
チ
ヨ
ン
ガ
ー
が
髪
を
括
り
下
げ
て

居
る
姿
と
は
異
つ
て
居
る
の
に
気
が
つ
い
た

彼
等
は
大
人
と

、
（
略
）

子
供
と
を
分
つ
の
に
年
齢
の
差
異
、
発
育
の
順
序
に
よ
ら
ず
し
て
、

頭
髪
の
上
げ
下
ろ
し
に
よ
つ
て
見
分
け
る
。
之
れ
は
同
時
に
妻
の
有

無
を
標
榜
し
て
居
る
の
だ
さ
う
な
。
チ
ョ
ン
ガ
ー
は
頭
髪
を
下
げ
て

妻
な
き
を
語
り
、
妻
あ
る
も
の
は
髪
を
上
げ
て
冠
し
、
ネ
ン
ガ
ミ
と

い
ふ
。
ネ
ン
ガ
ミ
は
年
齢
の
多
少
に
よ
ら
ず
、
既
に
一
人
前
の
韓
国

民
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。 ( )22

こ
の
文
章
は
、
一
九
一
〇

年
、
久
留
島
が
『
家
庭
』
に
寄

（
明
治
四
三
）

稿
し
た
「
朝
鮮
の
子
供
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
久
留
島
が

、
、

始
め
て
朝
鮮
の
児
童
に
触
れ
た
時
の
体
験
が
綴
ら
れ
そ
の
体
験
の
も
と

久
留
島
が
受
け
止
め
た
朝
鮮
の
児
童
観
が
語
ら
れ
て
い
る
。
久
留
島
は
朝

鮮
の
児
童
観
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
「
日
本
で
子
供
と
い
ふ
言

。

葉
は
い
つ
も
邪
気
の
無
い
所
へ
」
使
わ
れ
る
「
心
身
共
に
天
使
に
近
い
美

」
、「

、
」

、
し
さ
の
形
容
で

尊
敬
親
し
み
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が

朝
鮮
の
子
供
と
い
う
言
葉
「
チ
ョ
ン
ガ
ー
と
い
ふ
其
音
が
彼
等
の
耳
に

、

如
何
に
侮
蔑
、
卑
賤
の
意
味
を
伝
ふ
る
か
は
想
像
の
外
で
あ
る
、
殆
ど
人

非
人
、
人
外
人
と
い
ふ
意
味
に
呼
ば
れ
て
居
る
。
ま
た
、
朝
鮮
で
は
大

」

人
と
子
供
を
区
別
す
る
基
準
が
、
年
齢
の
差
や
発
育
の
順
序
で
は
な
く
、

頭
髪
の
上
げ
下
げ
つ
ま
り
妻
の
有
無
に
よ
る
と
述
べ
る
久
留
島
は

奇
、

、「

々
怪
々
、
世
界
に
未
だ
斯
の
如
き
も
の
は
な
い
」
と
、
驚
き
を
表
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
日
韓
併
合
に
至
っ
た
「
韓
国
衰
亡
」
の
一
番
大
き
な
原
因

を
も
「
韓
国
の
家
庭
、
特
に
子
供
に
対
す
る
解
釈
」
に
あ
る
と
語
っ
て

、

い
る
の
で
あ
る
。

久
留
島
が
滞
在
し
て
い
た
当
時
、
朝
鮮
は
日
露
戦
争
の
主
戦
場
と
な
っ

て
い
た
。
子
供
が
「
遊
戯
を
為
し
楽
ん
で
居
る
の
を
見
る
事
は
極
く
稀
れ

で
あ
る
」
こ
と
が
む
し
ろ
当
然
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
状
況
、
そ
し
て
朝

鮮
の
伝
統
的
な
児
童
観
に
対
す
る
理
解
が
久
留
島
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
な

ど
は
、
事
実
と
し
て
否
め
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
久
留
島
の
描
き

出
し
た
朝
鮮
社
会
の
描
写
を
抽
出
し
、
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
久
留
島
の



朝
鮮
児
童
観
に
主
眼
を
置
き
、
論
を
進
め
た
こ
と
を
再
び
こ
と
わ
っ
て
お

き
た
い
。

繰
り
返
さ
れ
る
試
行
錯
誤
の
な
か
で
「
自
家

衝
着
」
に
遭
遇
し
、
自
縛

の
「
拘
束
か
ら
脱
す
る
事
は
出
来
ま
い
か
と
少
な
か
ら
ず
苦
し
ん
で
居
」

「
」

、「
」

た
久
留
島
が
立
ち
寄
っ
た
朝
鮮
と
い
う
場
は

一
体
迷
信
が
深
い

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
朝
鮮
の
「
児
童
な
る
モ
ノ
」
と
は
、
楽
し
み
の

、
。

道
具
と
い
え
る
も
の
を
多
く
持
っ
て
い
な
い
上
に
遊
戯
も
数
が
少
な
い

そ
の
数
の
少
な
い
遊
戯
で
す
ら
、
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は

ご
く
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
に
は
「
子
供
と
い
ふ
観
念
が
卑
し
め

ら
れ
」
て
お
り
「
十
歳
の
ネ
ン
ガ
ミ
は
凧
上
げ
に
忙
し
い
時
内
房
に
妻

、

あ
り
彼
れ
は
既
に
一
国
民
也

と
い
う
現
状
に
因
る
。

」
（
朝
鮮
の
子
供
）

「
」

そ
の
よ
う
な
朝
鮮
を
体
験
し
た
久
留
島
は
、
や
が
て
「
韓
国
民
は
人
と
い

ふ
見
解
を
根
本
か
ら
誤
つ
て
し
ま
つ
た

と
認
識
す
る

」
（
朝
鮮
の
子
供
）

「
」

に
至
る
。
久
留
島
が
体
験
し
た
「
朝
鮮
」
と
は
、
子
供
と
い
う
概
念
に
対

す
る
再
認
識
を
促
し
児
童
観
の
確
立
と
と
も
に
児
童
文
化
事
業
へ
の
信

、
「

念
」
に
火
を
つ
け
る
役
割
を
果
た
す
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
記
】

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
二
月
、
大
阪
の
実
業
家
、
野
村
徳
七
(
野
村
証
券
の
創

1業
者
)
の
支
援
で
幼
稚
園
建
設
計
画
。
同
年
三
月
五
日
、
早
蕨
幼
稚
園
の
設
立
認
可
願

（
）
。

「
」

を
提
出
お
伽
倶
楽
部
附
属
私
立
早
蕨
幼
稚
園

園
の
本
来
の
読
み
は
さ
わ
ら
み

で
、
久
留
島
夫
人
岑
子
が
女
官
時
代
に
仕
え
た
早
蕨
（
さ
わ
ら
み
）

内
侍
（
明
治
天

皇
の
側
室
）
の
名
前
か
ら
の
命
名
。

後
藤
惣
一
『
久
留
島
武
彦
（
大
分
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
参
照
。

』

2
「
尾
上
新
兵
衛
」
と
い
う
筆
名
に
つ
い
て
久
留
島
は
「
そ
れ
は
要
す
る
に
発
音
遊
戯

、

3だ
。
其
の
頃
少
年
世
界
に
掲
載
し
た
「
近
衛
新
兵
」
と
い
ふ
標
題
か
ら
来
た
も
じ
り

」
。

、「
」「

」
だ
つ
た
の
だ
と
書
き
残
し
て
い
る
そ
の
他
の
筆
名
に
は

臂
垢
生

新
兵
衛

「
尾
上
「
を
の
へ
「
海
上
水
兵
衛
「
そ
お
の
え
「
さ
わ
ら
び
「
タ
ケ
ヒ
コ
」
な

」
」

」
」

」

ど
が
あ
る
。

「
」『

』
（

、
）
、

近
衛
新
兵

少
年
世
界
第
一
巻
一
九
号
博
文
館
一
八
九
六
年
一
〇
月
一
日

4四
三
頁
。

草
地
勉
『
メ
ル
ヘ
ン
の
語
部
―
久
留
島
武
彦
の
世
界
（
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
七

』

5八
年
一
月
）
参
照
。

サ
ム
エ
ル
・
ヘ
イ
マ
ン
・
ウ
エ
ン
ラ
イ
ト
（

、
一
八

S
am

u
el

H
ay
m
an

W
ain

rig
h
t

6六
三
～
一
九
五
〇
）
は
、
大
分
中
学
校
の
後
、
関
西
学
院
、
青
山
学
院
に
勤
務
。
大

正
元
年
に
教
文
官
の
前
身
で
あ
る
日
本
基
督
教
興
文
協
会
を
創
設
し
、
銀
座
の
教
文

官
ビ
ル
を
建
設
す
る
。
東
京
米
人
協
会
会
長
と
日
本
ア
ジ
ア
協
会
会
長
を
務
め
る
。

主
著
に
は
『
ヨ
ハ
ネ
伝
注
解
』
が
あ
る
。
昭
和
一
三
年
一
一
月
帰
国
す
る
ま
で
五
〇

年
間
滞
日
し
た
。

久
留
島
は
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
た
。
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
は
平
信

7徒
だ
っ
た
た
め
、
ラ
ン
バ
ス
総
理
の
よ
う
に
教
職
資
格
の
あ
る
人
物
が
洗
礼
式
を
執

行
し
た
。

村
上
謙
介
『
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
博
士
伝
（
教
文
館
、
一
九
四
〇
年
七
月
、
四
〇
頁
。

』
）

8
福
川
一
徳
『
久
留
島
藩
士
先
祖
書
（
文
献
出
版
、
一
九
九
二
年
二
月
）
参
照
。

』
9

こ
の
問
題
に
関
し
て
久
留
島
の
い
く
つ
か
の
略
伝
は
、
久
留
島
が
側
室
の
出
で
あ
っ

10た
こ
と
と
、
祖
父
死
去
の
時
ま
だ
久
留
島
が
あ
ま
り
に
も
幼
少
で
無
頓
着
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
草
地
勉
、
前
掲
書
、
参
照
。

生
田
葵
『
お
話
の
久
留
島
先
生
（
相
模
書
房
、
一
九
三
九
年
一
二
月
、
五
六
頁
。

』
）

11



久
留
島
の
戸
籍
簿
に
は
、
一
九
〇
二
年
三
月
四
日
結
婚
届
が
出
さ
れ
て
お
り
、
同
年

12三
月
一
五
日
が
入
籍
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
三
月
一
一
日
生
ま
れ
た
長

女
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
結
婚
届
や
入
籍
を
し
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
『
玖
珠
郡
史

。

談
』
一
四
号
（
玖
珠
郡
史
談
会
、
一
九
八
四
年
八
月
）
参
照
。

生
田
葵
、
前
掲
書
、
七
三
頁
。

13

第
一
回
の
「
お
話
の
会
」
に
は
、
横
浜
劇
場
で
「
椿
姫
」
を
上
演
し
て
い
た
川
上
音

14二
郎
が
、
横
浜
貿
易
新
聞
の
社
会
部
長
で
あ
っ
た
久
留
島
に
記
事
を
頼
み
に
来
て
い

た
「
お
話
の
会
」
を
見
た
川
上
は
、
久
留
島
に
お
伽
演
劇
を
提
案
し
、
こ
れ
が
き
っ

。

か
け
と
な
っ
て
同
年
一
〇
月
四
日
、
東
京
本
郷
春
木
町
に
あ
っ
た
本
郷
座
で
日
本
初

の
「
お
伽
芝
居
」
が
公
演
さ
れ
る
。
冨
田
博
之
『
日
本
児
童
演
劇
史
（
東
京
書
籍
、

』

一
九
七
六
年
八
月
）
参
照
。

生
田
葵
は
、
こ
の
時
期
の
久
留
島
に
つ
い
て
「
そ
の
間
に
彼
は
戦
塵
と
題
し
て
戦
争

15小
話
を
少
年
世
界
に
前
同
様
殆
ど
毎
号
書
い
て
ゐ
た
も
の
の
、
漸
次
本
来
の
両
目
に

返
つ
て
童
話
を
作
し
た
い
心
地
に
な
り
、
先
づ
手
初
め
に
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヘ
ン
を
訳

し
た
り
、
そ
れ
か
ら
そ
の
他
の
外
国
の
メ
ル
ヘ
ン
作
者
の
作
物
を
読
破
す
る
の
に
余

念
が
な
か
つ
た
」
と
述
べ
る
。
生
田
葵
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。

。

久
留
島
生
「
陣
中
の
重
喜
会
（
基
督
教
世
界
』
一
一
五
六
号
、
一
九
〇
五
年
一
〇

」
『

16月
九
日
）

「
子
供
の
心
の
発
育
と
お
話
の
取
扱
ひ
方
『
児
童
』
四
巻
一
号
（
日
本
児
童
社
会
学

」

17会
、
一
九
三
六
年
一
月
一
日
）

シ
ー
ソ
ー
に
似
て
い
る
が
全
く
別
の
も
の
。
藁
の
束
や
、
穀
物
の
入
っ
た
袋
な
ど
を

18置
い
て
、
そ
の
上
に
細
長
い
跳
ぶ
板
を
置
く
。
板
の
両
端
に
乗
っ
た
二
人
が
交
互
に

ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
の
だ
が
、
相
手
が
落
ち
て
く
る
力
を
利
用
す
れ
ば
高
さ
数
ｍ
も
飛

び
跳
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ト
ン
チ
ギ
の
ト
ン
は
乃
ち
銭
で
、
其
の
遊
ぶ
方
法
は
一
人
一
文
ず
つ
を
出
し
、
籤

19を
抽
て
順
序
を
極
め
、
か
く
て
円
型
の
石
を
と
つ
て
先
づ
手
中
の
銭
を
投
げ
、
そ
れ

よ
り
決
め
ら
れ
た
後
方
に
立
つ
て
右
の
石
を
そ
の
一
文
銭
の
上
に
投
る
の
で
、
命
中

す
れ
ば
そ
の
銭
を
所
得
と
す
る
の
で
あ
る

久
留
島
武
彦
朝
鮮
児
童
の
遊
戯

少
。
」

「
」（
『

年
世
界
』
一
一
巻
一
四
号
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
日
）

久
留
島
に
よ
る
最
初
の
「
お
話
の
会
」
は
一
九
〇
三
年
七
月
一
五
日
に
開
か
れ
て
い

20る
が
、
こ
の
と
き
に
は
「
お
伽
倶
楽
部
」
と
い
う
名
称
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
冨

田
博
之
、
前
掲
書
、
五
六
頁
。

冨
田
博
之
、
前
掲
書
、
参
照
。

21

「
朝
鮮
の
子
供
（
家
庭
』
二
巻
一
一
号
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
一
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